
共創の場「健都」健康・医療データプラットフォームを活用した
社会実装効果に係る検証事業

PHR実証実験に参加してみませんか？

主催 ：共創の場形成支援プログラム（国立循環器病研究センター）
運営事業者 ：Wellier株式会社（吹田市 親子健康応援アプリ「すいろぐ」提供元）

デロイトトーマツリスクアドバイザリー合同会社（本プログラム 事務局）
協力 ：吹田市

プログラム詳細、応募方法については裏面をご覧ください。

未来の健康づくり体験プログラム

実施日程

第１回：2025年7月19日 10:00~11:30
第２回：2025年7月19日 13:00~14:30
第３回：2025年7月19日 16:00~17:30
※ 会場へは10分前までにお越しください

対象者
18～74歳の吹田市近辺の住民または勤務・通学されている方
（2025年7月19日時点）

参加者への
謝礼あり

参加費 無料 本プログラムに参加いただいた方には、
QUOカード2,000円分を進呈

会場
岸部市民センター
（JR岸辺駅より徒歩9分、阪急正雀駅より徒歩2分）

PHR *の活用が実現する世界では、あなたの健康・医療に関わるデータが生涯にわたって
蓄積され、必要なときにすぐに活用できる仕組みが整います。これにより、より良い健康
管理が可能になり、あなたの健康意識の向上にもつながります。
このプログラムに参加することで、健康づくりの未来を一緒に形作りませんか？
あなたのご参加を心よりお待ちしております！

未来の健康管理を一足先に体験できるチャンスです

* PHR（Personal Health Record）とは、生涯にわたる個人の健康・医療に関わる情報（個人の健康や身体
の情報を記録した健康・医療・介護などのデータ）を指します。

を組み合わせて、以下の未来の健康管理体験をしていただきます

一生涯のPHR スマートフォン＆アプリ

PHRにより、何が変わるの

診療データや、健診データがスマホ
でひと目でわかる！

「もしも」のシチュエーションで
健康・医療データを活用！

子どもや親などの家族の健康
管理もできる！

あなたの健康意識が変わる
かも！？

申込期限 7月17日まで

MAP



未来の健康づくり体験プログラム 事務局お申し込み方法などの
お問い合わせ先はこちら phr_program@tohmatsu.co.jp

プログラム
への参加

◼ 2025年7月19日時点で18～74歳の吹田市
近辺の住民または勤務・通学されている方

応募要項

参加条件

本プログラムの目的および内容

実施スケジュール

プログラム
への応募

プログラムの
完了

1

2

3

以下の応募要項をご確認のうえ、
プログラム参加フォームからお申込みください

プログラムへの参加、およびアンケートへの回答に
ご協力いただいた方には、QUOカード2,000円分を進呈します

必ずご確認ください

申込方法

スマートフォンで下記QRコードを読み込む、
または下記URLにアクセスしてください

申込期限 7月17日まで

1

2

3

以下に当てはまる方はご参加いただけません。

• 18歳未満または75歳以上の方
• スマートフォンの操作に不慣れな方

国立循環器病研究センターは、北大阪健康医療都市「健都」を中心として吹田市民のPHR
取組を推進しています。具体的には、国立循環器病研究センターの診療データや研究参加
時の検査データに加えて、吹田市が保有する健診データ（健康診断や学校健診）を
「一生涯のPHR」として蓄積し、あなたの健康管理に利活用できることを目指しています。

• 18歳～64歳：20名
• 65歳～74歳：20名
• 0歳～17歳までのお子様をお持ちの方：20名

Scan Me

https://forms.office.com/e/
giSbgwmc2M?origin=lprLink

◼ 参加人数：先着60名様

◼ 参加費：無料（会場までの交通費、通信費等
は参加者負担にてお願いいたします）

応募サイトからお申し込みください

返信メールが届いたら申込完了です
※ 返信メールが届くまで、最大1営業日掛かる

ことがあります

当日
会場へ

プログラム
の全体説明

事前
アンケート

PHR利活用
に関する

講演

デモデータ
*1 による
PHR体験

事後
アンケート

1時間半のプログラムです

診療データや、健診データがスマホでひと目でわかる！

診療データや健診データ、さらには学校健診の結果まで、PHRを一つに
まとめて、スマホで簡単に閲覧できる仕組みをシミュレーション

「もしも」のシチュエーションで健康・医療データを活用！

実際にスマホアプリを使い、日常生活や緊急時など、様々な場面でどのように
PHRを利活用できるかを体験

あなたの健康意識が変わるかも！？

PHRを見て、知って、活用することで、健康への意識がどう変わるのか？
そして、PHRが本当に役に立つのかを一緒に検証

*1：本プログラムで取り扱う診療データや健診データは、ご本人のものではなく、架空のデモデータを利用します
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